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「協働の底力。地域づくり発表会ｉｎ静岡」を開催！ 
 建設技術監理センターでは、交通基盤部の基本理念である「いっしょに未来の地域づくり」を力強く進
めるため、社会資本整備分野における協働の普及・啓発に取り組んでいます。 
 その一環として、協働の普及・啓発とネットワークの拡大を目的とした「協働の底力。地域づくり発表会」
を２月６日（土）に静岡市（静岡労政会館）で開催し、地域活動に関わる県民の方々やＮＰＯ、大学生、
高校生、行政職員など約１0０名の方に参加していただきました。 

 

 今回の発表会は、学生のアイディアを取り入れながら企画をし、また、当日の司会進行も学生が実施す

るなど、次世代を担う若者と築く新しい協働をテーマに開催しました。 

発表会当日は、学生（若者）が協働に取り組む“きっかけ”や“地域との関わり方”“継続するコツ”などを

寸劇で紹介したり、「オープンカフェ風」の対話形式による情報交換や交流などを行いました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・司会進行を静岡県立大学4年生・澤木さん（2年連続2回目）と静岡理工科大学4年生・忠内くん（初参加）

が務め、参加者の交流の架け橋となっていただきました。 
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■寸劇で協働を知ろう！！ 

◆学生が地域の団体と協働する“きっかけ”や“関わり方”などを寸劇で紹介しました。 

 

・寸劇のシナリオは、実際に学生が取り組んでいる協働の活動を参考に、 

学生たちといっしょに作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アイスブレイク（みんなで自己紹介） 

◆交流タイムを前に「どんな団体の方、どんな方が参加しているのか」を知るために、自己紹介プレートを

片手にみんなで自己紹介し、互いにサイン交換をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆多くの参加者と自己紹介をした上位2名の方には景品が送られました。 
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■交流タイム   

◆主に中部地域で活動している17団体の方に「店主」になっていただき、参加者が各お店（出展ブース）

で対話をし、情報の共有や交流が図られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブースを出していただいた団体                ※順不同 

不二総合コンサルタント（株） 静岡県立農林大学校 ＮＰＯ法人複合力 

東京農業大学 静岡県建築士会中部ブロックまちづくり委員会 静甲（株） 

静岡県立大学環境サークルＣ０－Ｃ０ ＮＰＯ法人森と水辺を育てる会 松川周辺地区まちづくり推進協議会 

ＮＰＯ法人御前崎エコクラブ ふじのくにＮＰＯ西部活動センター しずおか川自慢大賞実行委員会 

静岡理工科大学・お理工塾応援隊 静岡2.0 cocore(ここは) 

静岡県建設業協会 静岡県交通基盤部  
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■告白タイム 

◆交流タイムでいろいろな団体の取組を聞いて、「これから、いっしょに活動をしてみたいなぁ」、「もっと

話を聞いて、自分たちの活動の参考にしたいなぁ」など、気になる団体との“つながる”きっかけをつくりま

した。 

 

・「いいなぁ」「もう少し話を聞いてみたいなぁ」などの団体を「告白カード」に記入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・互いの活動に興味をもった2組のカップルが誕生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加者の声 

参加者からは、「協働のきっかけを求めている学生が意外と多いと感じました。」「いろいろな活動を知る

ことで、協働への理解が深まりました。」「つながりを作ることの大切さを感じました。」「学生のやる気を感

じました。」「若い人の地域との関わり方を若者側から提案しても良いと思いました。」など 

今後につながる前向きな意見をいただきました。 

今年もまた、新たな協働の輪が広がっていきますv(^_^)v 
 

Produced by 協働の底力組（静岡県建設技術監理センター）  

静岡県静岡市駿河区用宗１丁目10-1 TEL：054-268-5004 
E-Mail：gijyutsu-center@pref.shizuoka.lg.jp 

 ・第 1 回発表会から協働の取組に助言をいただいている静岡大学の日詰教授に参加していただき、学生と世

代を超えた取組を実施するには、学生の持っている能力（エネルギッシュさ、豊富なアイディア、ＩＴスキルなど）を

借りて、不足している能力（経験、資金）を補いながら、互いに交流をすることが大切だと述べられました。 

協働のひろば 検索


